















































































































































者 19 世紀の批評家は、1867 年の選挙法改正とフォースター教育法の
影響を案じ、暗い未来を予測した。後者 1930 年代、40 年代の批評家








読む姿勢にあらわれる。たとえば、1990 年 9 月に行われたインタヴ
ュ－において、ホガート自身は、リーヴィス夫人の『小説と一般読者』
２人の偶像破壊者：ホガートとウィリアムズ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































を辿って」（XII. 647-49）行く。第二次世界大戦後 1945 年の総選挙で
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